『自然の営みを探る研究グループ』活動計画　　 2003.11.29.

エコ･シビルエンジニアリング研究会『自然の営みを探る研究グループ』山口 功
	研究課題Ⅰ
	私たちの生活や活動の“場”はどうしてできたのか

自然地形や自然環境の成り立ちと,人間社会の関与により出来上がった現在の姿を知る

	研究の目的
	自然界の成り立ちと変遷から自然界の現在の姿を知り,人間活動の関与が加わった現在の姿を知り,将来予測によって,よりよい地球環境,自然環境,生活環境を創りあげていくことを目的とする。

	研究の背景
	人間が生活･活動する「場」の環境は,あらゆる分野と関わり合っている.その基本をあるべき姿,現在の姿,将来予測からとらえていく必要がある.そして人間の関与を見定め,あらゆる環境に関する問題解決に生かしていくことが求められている.

	研究着眼点

と結果整理
	⑴基礎編(学習)

①地球環境･自然環境のしくみと営み、あるべき姿を知る

　②地球環境･自然環境の変遷と人間の関与による影響を知る

　③地球環境･自然環境と人間関与による目指すべき方向を探る

⑵応用編(研究)

　①土木工学･都市計画･自然災害防災分野に生かす方法を探る

　②森林･緑地･水循環分野に生かす方法を探る

　③環境･人間活動･教育分野に生かす方法を探る

⑶実践編(公開講座とプジェクト支援)

　①自然環境の本来の姿･あるべき姿･将来の姿を知る方法等を,公開講座で多くの市民とともに考える

　②自然環境と人間の関与による影響を,環境問題へのアプローチと他分野へ応用するため,方法を探り確立する

　③自然環境と人間の関与よる影響を,環境問題解決の実践と他分野での解決のために生かす

	研究の成果
	①地球環境･自然環境のしくみと営みを明らかにする

②市民講座で「自然環境と人間の関与」をテーマに啓発する

③環境問題の解決に地理学が貢献できるように参画する

	実施の期間
	第一段階として学習を始め,2004年度から市民講座を開催する


研究課題１　自然の営みを探る　研究―講演会の開催―生活の一部へ

研究課題２　屋久島エコ･ツアー　研究―ツアー企画―ツアー実践

「自然界の営みを探り、私たちが暮らし活動する大地や自然環境の履歴を知ることにより、都市的生活の中で自然生態系の一員であることに気づくこと。

自然界の営みがコンパクトな形で表現される“屋久島”から多くを学ぶためにエコ･ツアーを企画し実践する」

『自然の営みを探る研究グループ』活動計画　　 2003.11.29.

エコ･シビルエンジニアリング研究会『自然の営みを探る研究グループ』山口 功
	研究課題Ⅰ
	世界自然遺産である「屋久島」の自然環境を学び、実地として屋久島エコツアーを企画する。　

	研究の目的
	自然環境がコンパクトな形で存在する「屋久島」を学習し,実地に体験するためエコツアーを企画実践し,自然環境保全のあり方を考え,他の場所へも応用する

	研究の背景
	屋久島は海岸付近の亜熱帯植生から亜高山帯に及ぶ植生の垂直分布が顕著に見られ,樹齢数千年に及ぶヤクスギ巨樹の生態的･形態的にも世界的にも貴重な天然林と考えられることから,貴重な自然環境である.しかし近年の観光客増加による人間の関与が大きくなっていくことも懸念されていることから大事な時期である

	研究着眼点

と結果整理
	⑴基礎編(屋久島の研究)

①屋久島の自然環境の歴史,現在の植生環境等を学習する

　②屋久島の自然環境と地元住民のかかわり方を学ぶ

　③世界遺産となってからの観光客増加の影響を考える

⑵応用編(エコツアーの企画の視点)

　①屋久島の自然環境と地元の方々の生活に触れる視点

　②屋久島の自然環境の持続性を阻害する要因を知る視点

　③私たちに何ができるかをつかみとる視点　でパンフ作成

⑶実践編(エコツアーの実施)

　①屋久島エコツアーの地元協力者を確保する

　②屋久島エコツアーの趣旨をPRし,参加者を募る

　③ツアー参加者とともに,屋久島の自然環境保全に貢献する

	研究の成果
	⑴ 自然環境のすばらしを肌で感じ,認識を新たにする

⑵ 自然環境と人間の関与のあり方を考える

⑶ 屋久島を例に自然環境保全への関与方法論をつかむ

	実施の期間
	学習会を早期に立上げ,2004年度に下見ツアーを基に企画を立て,2005年度から本格ツアーを実施する


研究課題１　自然の営みを探る　研究―講演会の開催―生活の一部へ

研究課題２　屋久島エコ･ツアー　研究―ツアー企画―ツアー実践

「自然界の営みを探り、私たちが暮らし活動する大地や自然環境の履歴を知ることにより、都市的生活の中で自然生態系の一員であることに気づくこと。

自然界の営みがコンパクトな形で表現される“屋久島”から多くを学ぶためにエコ･ツアーを企画し実践する」
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